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令
和
３
年
第
４
回
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１４
日
か
ら
２１
日
ま
で
の
８
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
の
ほ
か
、
令
和
２
年
度

会
計
の
決
算
認
定
、
人
事
案
件
な
ど
３０
議
案
と
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
の
提
出
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
５
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
村
政
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

9月定例会の
あらまし

関 根 政 雄  村長

令和2年度

決算
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黒
字
決
算
を
認
定

財布の中身を ！点検

宿泊施設改修工事
７１３０万円

新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金  ２億２５６０万円

元年災 公共土木施設災害復旧工事
２億６３４３万円

青少年広場大規模改修工事
１億６３６８万円

令和2年度の主な事業

会計別決算状況
一　般　会　計
会  計  別 歳　　入 歳　　出 採決の結果

４４億６０５9万円 
３億９３６６万円
６９３8万円

１億３７２9万円
１０５５万円
３２８8万円

４億８４５５万円
１３４5万円

１億２６6万円
３８７２万円

多数賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成

合　　　計

事業勘定
直診勘定国保

特
別
会
計

６１億２５５8万円 ５７億４３73万円

簡易水道事業
村営バス事業
集落排水事業
介 護 保 険
交 流 施 設
学校給食センター
後期高齢者医療

４８億１９７７万円
３億９７９3万円
７１８９万円

１億４２３１万円
１１００万円
３４２２万円

４億９２１9万円
１４５２万円

１億２９9万円
３８７6万円

監査委員による事業実績の審査及び現地調査

－状況は健全と判断－



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
調
査
・
ズ
バ
リ
!!
村
政
を
問
う
！
一
般
質
問
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4億5273万円を追加
総額32億433万円に

地域商品券発行事業　３２７７万円 自家用水道施設整備事業　１０４万円

道路維持工事事業　１１００万円 中学校校舎修繕事業　１９３万円

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任（
任
期
3
年
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
各
方
面
に
甚

大
な
経
済
的
・
社
会
的
影

響
を
及
ぼ
し
、
国
民
生
活
へ

の
不
安
が
続
い
て
い
る
。
地

方
財
政
は
来
年
度
に
お
い
て

も
巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け

ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。地
方
創
生
、雇
用
対
策
、

防
災
・
減
災
対
策
、
デ
ジ

タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
と
と
も
に
財
政
需
要
の
増

嵩
が
見
込
ま
れ
る
社
会
保

障
等
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て

い
る
た
め
、
地
方
税
財
源
の

確
保
・
充
実
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
を
国
に
求
め
た
。

■ 

藤
元
健
次
郎 

氏【
再
】

　  （
73
歳
・
蕨
　
平
）

国
に
意
見
書

提
出

同
　
意

■ 

岡
部
　
忠
市 

氏【
新
】

 

　 （
66
歳
・
世
々
麦
）

補正
予算
一般会計

さめがわ村を元
気に！！主 な 事 業

可
決
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議 案
調 査

議案の説明を受ける常任委員会

村道官沢西山線　落合地内 提供されている給食の試食

総務文教
常任委員会

決
算
剰
余
金
に
よ
る
各
種
基
金
積

み
立
て

答
財
産
管
理
費
の
積
立
金

３
億
6
5
2
5
万
円

問

事業実績などを
検  証！

　

令
和
2
年
度
の
事
業
実
績
や
、今
年
度
の
各
事
業

に
つ
い
て
各
常
任
委
員
会
に
よ
る
合
同
調
査
を
実
施

し
、現
地
調
査
に
て
現
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

タブレット端末活用の説明

さ
め
が
わ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

（
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
）

４
３
５
万
円

問
さ
め
が
わ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会

員
への
会
報
作
成
、発
信

答
光
フ
ァ
イ
バ
支
障
移
転
工
事

２
３
２
万
円

問
巡
ヶ
作
地
内
他
２
箇
所
の

移
転
工
事

答
消
防
費
の
工
事
請
負
費

１
６
４
万
円

問
西
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
県
防

災
へ
り
離
着
陸
場
を
整
備

答

主な基金残高
財政調整基金 教育施設整備基金 公有施設整備基金
８億８５６３万円

７億６７２６万円

６億１７９８万円

５億６４１３万円

４億８２３１万円

５億８３４８万円

７９９６万円

２億１３８万円

２億７４３９万円

３億７０８万円

３億３２６万円

３億３４４９万円

４億９４７１万円

７億３７６万円

８億１６０７万円

８億３６３８万円

７億８４３０万円

7億１０８万円

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

河
川
堆
積
土
砂
撤
去
工
事（
真
坂

川
）他
８
箇
所

答
村
道
等
道
路
維
持
補
修
工
事

１
１
０
０
万
円

問

産業厚生
常任委員会

地
域
活
性
化
企
業
人
負

担
金　
２
８
０
万
円

問
地
域
活
性
化
企
業
を
設

置
す
る
経
費

答
買
っ
て
送
っ
て
農
家
応

援
事
業　
１
０
０
万
円

問
帰
省
で
き
な
い
村
出
身
者

等
へ
村
の
農
産
物
や
牛
肉

な
ど
を
宅
配
す
る
費
用
の

一
部
負
担

答

村
の
食
材
P
R・生
産
者

支
援
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
事
業　
１
５
０
万
円

問
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベン
ト
業
務
費
用

答



P 8

関根  浩治

▪
▪
ワクチン接種状況
環境整備公社

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員
・
宗
田
雅
之
議
員
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P10

前田  武久

▪
▪
医師確保
災害復旧事業

P 7

宗田  雅之

▪
▪
小中学校の存続
砂防ダム

　一般質問は、議員の日常活動を通じて、
住民の声や自身の考え方をもとに、村長、
教育長などの方針を問うものです。鮫川村
議会は、一人あたり９０分の制限時間内で
あれば、質問の回数に制限はありません。

星　  一彌 議長

議事の進行

出 席 議 員

堀川  照夫 議員前田  雅秀 議員

登壇
5人が

リズバ

村政を問う！
議員

P 6

▪
▪
▪

集落組織の変容
医療と介護
GIGAスクール構想

北條  利雄

森　  隆之 議員

関根  英也

P 9

▪医師確保

遠藤  貴人 議員



北
條 

利
雄 
議
員

時代に合った組織の
　　　　あり方の検討を重ねる

集落組織の変容と
　　　　改革の方向性を問う

答

問

　
集
落
組
織
は
、
基
礎
組

織
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

情
報
伝
達
や
意
見
の
取
り

ま
と
め
、
事
業
推
進
・
協

同
活
動
な
ど
重
要
な
役
割

が
あ
る
。
集
落
組
織
の
変

化
は
、
構
成
人
員
の
減
少

と
高
齢
化
の
強
ま
り
や
農

家
の
多
様
化
と
非
農
家
の

増
加
と
い
う
多
様
性
が
あ

る
。
協
同
活
動
の
単
位
や

地
域
の
連
携
連
帯
と
の
重

要
性
に
鑑
み
、
さ
ら
に
強

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
の
将
来
的
な
方
向
性

を
視
野
に
入
れ
た
積
極
的

な
組
織
改
善
と
取
組
み
が

課
題
で
あ
り
、
行
政
の
主

体
性
を
発
揮
さ
せ
る
時
期

に
あ
る
。
集
落
組
織
の
変

容
に
対
応
し
た
改
革
の
方

向
性
を
問
う
。

　
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、

組
織
の
あ
り
方
を
見
直
す

時
期
に
あ
る
。
過
疎
化
の

進
行
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
い
か
に
維
持
す

る
か
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
を

ど
の
よ
う
に
養
成
す
る
か

な
ど
、
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
集
落
や
地
域
の
方
々

が
主
役
で
あ
り
、
そ
の
地

域
の
課
題
や
問
題
に
つ
い

て
の
解
決
方
法
を
探
る
。

ご
意
見
や
各
組
織
の
意
向

を
伺
い
、
相
談
し
時
代
に

合
っ
た
組
織
の
あ
り
方
の

検
討
を
重
ね
る
。

　
村
民
一
人
一
人
が
、
医

療
や
介
護
が
必
要
な
状
態

と
な
っ
て
も
、
で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
を
継
続
し
、

地
域
で
人
生
の
最
期
を
迎

え
る
環
境
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
て
切
れ
目
の
な
い
医

療
と
介
護
の
提
供
体
制
を

構
築
し
、
自
立
と
尊
厳
を

支
え
る
ケ
ア
を
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
的
に
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
、
医
療
と

介
護
の
総
合
的
な
確
保
の

意
義
が
あ
る
。
長
期
視
点

に
立
っ
た
、
医
療
と
介
護

の
総
合
的
な
確
保
の
対
応

と
考
え
を
問
う
。

　
人
口
構
成
比
率
の
変
化
。

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
。

世
帯
構
成
比
率
の
変
化
な

ど
超
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
の
改
革
の
趣
旨
が
あ
る
。

地
域
医
療
の
拠
点
と
な
る

国
保
診
療
所
の
医
師
の

確
保
、
保
険
事
業
と
医
療

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
、
こ
れ
ら

が
一
体
化
し
た
体
制
整
備

の
構
築
を
安
定
的
・
効
率

的
に
事
業
が
運
営
で
き
る

体
制
整
備
に
努
め
る
。

　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
に
合
っ
た
新
し
い
教

育
を
実
現
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
、
期
待
さ
れ
る
効

果
も
大
き
い
。
こ
の
構
想

は
、
端
末
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
の
実
現
を
目
指
し

た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

先
の
教
育
こ
そ
が
本
丸
。

教
職
員
へ
の
情
報
教
育
や

指
導
、
支
援
員
の
派
遣
な

ど
人
的
サ
ポ
ー
ト
を
含
め

た
教
育
ス
キ
ル
不
足
対
策
。

個
人
情
報
な
ど
を
防
ぐ
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成
と
活
用
対
策
を
問
う
。

　
指
導
員
を
派
遣
し
、
力

量
に
応
じ
た
計
画
的
な
研

修
を
実
施
。
授
業
に
お
け

る
教
員
の
活
用
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
子
供
や

保
護
者
の
個
人
情
報
を
は

じ
め
、
機
密
事
項
の
漏
洩

は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
運
用
規

定
を
策
定
、
使
用
の
ル
ー

ル
を
配
付
し
、
安
全
な
使

用
を
指
導
し
情
報
モ
ラ
ル

教
育
も
計
画
的
に
行
っ
て

い
る
。
個
人
情
報
に
関
す

る
運
営
要
領
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
な
ど
を
作

成
し
指
導
し
て
い
る
。
個

人
情
報
の
管
理
に
十
分
に

留
意
し
て
、
漏
洩
事
故
の

防
止
に
努
め
る
。

質 

問

質 

問

質 

問
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答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

問
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
の
課
題
を
問
う

答
力
量
に
応
じ
た
研
修
、

個
人
情
報
の
管
理
、漏

洩
事
故
防
止
に
努
め
る

問
医
療
と
介
護
の
総
合

的
な
確
保
を
問
う

答
安
定
的
・
効
率
的
な

体
制
整
備
に
努
め
る

タブレット端末での授業風景（鮫川中学校）

※

「
G
I
G
A
」ギ
ガ
は（
全

て
の
児
童
・
生
徒
の
た
め

の
世
界
に
つ
な
が
る
革
新

的
な
扉
）」を
意
味
す
る
。



再
質
問

　
未
婚
者
の
増
加
、
若
者

の
村
外
へ
の
流
出
、
さ
ら

に
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
一

層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

村
外
の
学
校
に
就
学
す
る

子
供
達
の
増
加
に
伴
い
、

年
々
減
少
す
る
児
童
の
数
。

こ
れ
ら
の
流
れ
が
続
く
こ

と
に
よ
り
、
学
校
の
存
続

が
危
惧
さ
れ
る
が
、
村
と

し
て
、
現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
、
小
中
一
貫
校
の
意

義
と
進
捗
状
況
は
。

　
人
口
動
向
と
し
て
児
童
・

生
徒
数
の
あ
る
程
度
の
減

少
は
や
む
を
得
な
い
と
考

え
る
が
、
減
少
幅
を
少
し

で
も
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、

様
々
な
手
立
て
を
講
じ
て

い
く
。
ま
た
小
中
一
貫
校

に
移
行
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
に
よ
り
村
の
教
育
方
針

が
明
確
に
な
り
、
地
域
住

民
も
一
体
と
な
っ
て
教
育

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
る
。

そ
の
他
に
も
、
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
や
幅
広
い
人
間

関
係
の
熟
成
な
ど
、
教

育
的
課
題
の
解
決
に
向

け
、
多
く
の
意
義
を
見
い

だ
す
こ
と
が
出
来
る
と
考

え
る
。
進
捗
状
況
は
、
今

年
の
４
月
に
教
育
委
員
会

と
し
て
の
考
え
、
方
針
を

保
護
者
に
伝
い
た
。
そ
の

後
、
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
話
し
合
い
を
進
め

て
い
る
所
で
あ
る
。
今
後

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
、

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

 　
以
前
の
進
学
状
況
を
見

る
と
、
村
外
の
学
校
に
行

か
な
く
て
も
学
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
る
。
保
護
者
と
の
話

し
合
い
も
必
要
と
思
う
が
。

地
域
に
子
供
の
声
が
少
な

く
な
る
こ
と
は
村
の
活
性

化
に
歯
止
め
が
か
か
る
。

 　
子
供
、
保
護
者
の
考
え

を
尊
重
す
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
う
。
で
も
、
そ
れ

に
負
け
な
い
く
ら
い
の
魅

力
的
な
学
校
づ
く
り
を
し

て
い
く
。

　
多
く
の
砂
防
ダ
ム
に
土

砂
が
堆
積
し
、
堰
堤
の
上

層
部
か
ら
水
が
流
れ
落
ち

て
い
る
。
今
後
、
温
暖
化

に
伴
い
、
過
去
を
超
え
る

よ
う
な
降
雨
に
よ
り
、
土

砂
が
流
出
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
現
況
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
関
連
す
る
河
川

の
整
備
も
急
務
と
思
う
が

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
砂
防
ダ
ム
は
福
島
県
砂

防
整
備
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
県
が
維
持
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
施
設
の

劣
化
に
応
じ
て
、
２
年
か

ら
６
年
に
一
度
点
検
を
実

施
し
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
る
。
堆
積
物
等

に
よ
り
施
設
の
機
能
を
著

し
く
失
っ
て
い
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
除
去
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
と
の
回

答
を
頂
い
て
い
る
。
今
後

と
も
県
と
情
報
を
図
り
、

現
状
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
河
川
の
整
備
に

関
し
て
は
、
当
面
の
対
策

と
し
て
、
河
川
に
堆
積
し

た
土
砂
の
撤
去
を
行
う
こ

と
で
、
流
下
能
力
の
維
持
・

向
上
を
図
り
、
災
害
の
未

然
防
止
に
努
め
る
。

質 

問

質 

問
答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

独自の特色ある
教育実現に向け対応する　

小中学校の
　　  存続について伺う

答

問

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
関
根
浩
治
議
員
・
関
根
英
也
議
員
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宗
田 

雅
之 
議
員

武
藤 　

誠 

教
育
長

問
砂
防
ダ
ム
へ
の
対

応
は

答
県
と
情
報
の
共
有

を
図
り
、現
状
の
把

握
に
努
め
て
い
く

生徒の減少が進む中学校



答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
早
け
れ
ば
今
年
度
、

遅
く
て
も
来
年
度

に
は
設
立

問
環
境
整
備
公
社
設

立
の
進
捗
状
況
を

問
う

関
根 

浩
治 
議
員

答

問

　
村
で
の
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

古
殿
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
協

力
で
、５
月
29
日
か
ら
土
曜

日
接
種
を
開
始
。ま
た
郡

山
市
在
住
医
師
に
よ
り
、

平
日
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可

能
に
な
り
順
調
に
進
め
、接

種
希
望
村
民
へ
は
、10
月
２

日
を
持
つ
て
終
了
予
定
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
者
、２
９
８
８
名
の

接
種
内
訳
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
ず
、65
歳
以
上
の
高

齢
対
象
者
１
３
４
９
名
、55

歳
〜
64
歳
４
９
１
名
、45
歳

〜
54
歳
２
７
３
名
、35
歳
〜

44
歳
３
１
５
名
、23
歳
〜
34

歳
２
７
７
名
、16
歳
〜
22
歳

１
７
１
名
、12
歳
〜
15
歳
１

１
２
名
で
内
訳
は
、グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
、１
回
接
種
率

は
、８
２˙

６
％・２
回
接
種

率
は
６
５˙

８
６
％
。　　
　

　
　
　
（
９
月
10
日
現
在
）

　

若
い
方
の
未
接
種
が
多

い
傾
向
に
あ
り
、命
を
守
る

最
良
方
法
で
あ
る
の
で
、再

度
の
周
知
を
問
う
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、本
人

の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、適
当
で
な
い
情

報
が
拡
散
さ
れ
た
こ
と
等

が
あ
り
、そ
れ
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
、今
後
接
種
を

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、接

種
広
報
は
進
め
る
。

　

環
境
整
備
公
社
設
立
の

進
捗
状
況
を
問
う
。

　

環
境
整
備
公
社
の
設
立

に
向
け
て
、昨
年
度
庁
内

に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、六
回
に
わ

た
っ
て
検
討
を
進
め
皆
様

か
ら
概
ね
理
解
が
得
ら
れ

た
。民
間
業
者
を
圧
迫
し

な
い
様
な
業
務
形
態
を
模

索
し
て
い
る
が
、収
益
確
保

等
の
課
題
が
残
る
。今
年

度
は
、商
工
会
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー・村
内
企
業

等
へ
の
説
明
や
公
社
設
立

へ
の
理
解
促
進
に
努
め
、今

年
度
中
、及
び
来
年
度
を

め
ど
に
稼
げ
る
組
織
と
里

山
景
観
環
境
保
全
維
持
を

担
う
な
ど
の
様
々
な
課
題

を
慎
重
に
検
討
し
な
が
ら

進
め
る
。

　

新
た
な
雇
用
の
確
保
の

期
待
と
、設
立
時
期
に
つ
い

て
問
う
。

　

設
立
時
期
は
、早
け
れ

ば
年
度
内
に
設
立
し
、資

本
金
等
の
問
題
が
あ
る

が
、業
者
の
方
か
ら
、資
本

金
へ
の
協
力
に
つ
い
て
条
件

は
あ
る
が
、協
力
申
し
出

も
あ
る
。民
間
企
業
か
ら

の
資
本
金
の
協
力
や
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
考
え
て

行
き
た
い
。

質 

問

質 

問
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答
弁（
村
長
）

再
質
問

答
弁（
村
長
）

再
質
問

0％

20％

40％

60％

80％

100％

12歳
 ～
15歳

73％

45％

1回目

2回目

80％

72％

67％

8％

76％

23％

81％

51％

88％

85％

87％

85％

83％

65％

16歳
 ～
22歳

23歳
 ～
34歳

35歳
 ～
44歳

45歳
 ～
54歳

55歳
 ～
64歳

65歳
以上 全体

再
質
問

答
弁（
村
長
）

新型コロナワクチン接種率

荒れる農地

※

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

群
衆（
ク
ラ
ウ
ド
）と
資
金

調
達（
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）を
組

み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、

不
特
定
多
数
の
人
が
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
、他
の

人
々
や
組
織
に
財
源
の
提
供

や
協
力
を
行
う
こ
と
。



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
前
田
武
久
議
員
・
議
員
全
員
協
議
会 

他

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
急
が
れ
る
中
で
、

４
月
に
着
任
し
た
ば
か
り

の
医
師
が
突
然
退
職
さ
れ

る
と
い
う
異
常
事
態
が
発

生
し
て
か
ら
約
半
年
が
経

過
す
る
。
こ
の
あ
お
り
を

受
け
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

遅
れ
、
一
般
診
療
も
週
１

回
と
な
っ
た
た
め
村
民
は

不
安
と
心
配
を
抱
き
１
日

も
早
い
常
勤
医
師
の
確
保

を
切
実
に
願
っ
て
い
る
。

村
は
現
在
常
勤
医
師
確
保

の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
働

き
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
間
の
診
療
所
の
運
営

状
況
と
と
も
に
常
勤
医
師

確
保
の
見
通
し
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

 

　
診
療
所
は
現
在
、
常
勤

医
師
不
在
の
ま
ま
運
営
し

て
お
り
、
診
療
日
が
毎
週

木
曜
日
の
午
後
だ
け
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
混

雑
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

村
と
し
て
も
一
日
も
早
く

常
勤
医
師
を
確
保
す
る
た

め
、
様
々
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
き
た
が
、
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
県
内
の

医
師
か
ら
応
募
が
あ
り
、

現
在
採
用
に
向
け
交
渉
中

で
あ
る
。
最
短
で
１０
月
上

旬
か
ら
診
療
開
始
を
目
指

し
て
交
渉
中
で
あ
る
。

 　
常
勤
医
師
の
確
保
見
通

し
が
立
っ
た
こ
と
は
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

４
月
に
着
任
し
た
医
師
が

１
週
間
も
経
た
な
い
う
ち

に
退
職
さ
れ
た
よ
う
だ
が

ど
の
よ
う
な
契
約
を
し
て

い
た
の
か
。

　
退
職
さ
れ
た
医
師
は
、

着
任
し
て
わ
ず
か
数
日
間

で
、
健
康
上
の
理
由
で
退

職
願
い
を
提
出
し
て
き
た
。

大
変
困
惑
し
た
が
、
総
合

的
に
勘
案
し
て
受
理
し
た
。

議
会
の
方
か
ら
慎
重
に
面

接
し
た
の
か
、
身
元
調
査

を
し
た
の
か
と
い
う
指
摘

を
受
け
て
い
る
の
で
今
後

は
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

退
職
さ
れ
た
医
師
に
対
す

る
報
酬
等
の
支
払
い
は
勤

務
日
数
に
応
じ
日
割
り
計

算
に
よ
り
支
払
っ
た
。

 　
今
度
採
用
予
定
の
医
師

は
村
の
医
師
住
宅
に
住
み

常
駐
さ
れ
る
の
か
。
診
療

時
間
、
日
数
は
ど
の
よ
う

な
契
約
に
な
る
の
か
。

 　
赴
任
予
定
の
医
師
は
村

外
か
ら
の
通
勤
に
な
る
。

診
療
日
数
は
週
５
日
で
は

な
く
、
そ
れ
よ
り
短
く
な

る
。

 　
週
４
日
ぐ
ら
い
で
通
勤

と
い
う
形
の
よ
う
だ
が
在

宅
介
護
を
し
て
い
る
家
族
、

老
人
介
護
施
設
な
ど
か
ら

夜
間
急
変
し
た
場
合
の
対

応
が
一
番
心
配
だ
と
い
う

声
を
耳
に
す
る
。
ま
た
、

村
民
の
定
住
、
移
住
者
を

迎
え
入
る
た
め
に
も
村
内

に
居
住
し
て
診
療
し
て
く

れ
る
医
師
の
確
保
が
ど
う

し
て
も
必
要
だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り

に
向
け
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。

 　
村
が
用
意
し
て
い
る
医

師
住
宅
に
住
み
、
夜
間
の

急
患
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
な
体
制
が
理
想
だ
と
思

う
。
現
在
交
渉
中
の
医
師

は
通
勤
が
希
望
の
よ
う
な

の
で
、
夜
間
も
対
応
し
て

も
ら
え
る
か
相
談
し
た
い
。

  

質 

問

１０月上旬から新たな医師で
　診療を始められる見通しがたった答

問関
根 

英
也 

議
員

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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前
田 

武
久 
議
員

定住される若い医師の
　　　　　 公募をめざしたい

将来を見据えた医師確保を図るべき

答

問

　
医
師
不
在
か
ら
半
年
と

な
る
。村
民
の
命
、暮
ら
し
、

安
心
・
安
全
を
守
る
の
が

行
政
の
使
命
で
あ
る
。
現

在
診
療
、
薬
の
調
達
も
制

約
さ
れ
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ

感
染
な
ど
、
住
民
の
不
安
、

恐
怖
は
増
す
ば
か
り
で
あ

る
が
、
よ
う
や
く
診
療
所

医
師
確
保
の
見
通
し
が
つ

い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

本
村
定
住
は
難
し
い
と
の

こ
と
。
緊
急
医
療
に
は
不

安
が
生
じ
る
と
思
う
が
、

こ
れ
か
ら
先
の
無
医
村
状

況
、
医
師
確
保
へ
の
考
え

を
伺
う
。

 　
現
在
、
県
の
医
師
会
と

連
絡
調
整
を
取
り
な
が
ら
、

９
月
中
に
契
約
が
締
結
さ

れ
る
。

 　
答
弁
も
れ
に
付
、
今
後

万
が
一
医
師
不
在
の
状
態

が
生
じ
る
場
合
に
対
し
て

の
心
構
え
は
。

 　
過
去
の
医
師
の
在
籍
を

見
る
と
、
地
元
に
根
差
し
、

一
生
身
を
う
ず
め
る
形
の

医
師
の
存
在
は
な
か
っ
た
。

本
村
に
定
住
さ
れ
地
域
医

療
を
支
え
る
、
若
い
年
齢

の
医
師
確
保
、
奨
学
金
制

度
活
用
で
医
師
の
育
成
を

め
ざ
し
た
い
。

　
台
風
１９
号
過
年
度
災
。

再
三
延
期
の
進
捗
状
況
を

尋
ね
る
。

①
住
宅
背
後
地
②
住
宅
再

建
③
農
地
等
小
規
模
災
害

支
援
④
自
力
施
工
⑤
公
共

補
助
事
業（
公
共
土
木
２７

件
）⑥
農
地
等
施
設
災
害

（
４３
件
）

　
再
三
延
期
さ
れ
た
工
事

更
新
、
提
出
を
求
め
た
資

料
に
つ
い
て
伺
う
。

 　
①
住
宅
背
後
地　
繰
越

３
年
度
分
で
２
件
の
廃
止

申
請
の
ほ
か
３
件
が
未
完

了
。②
住
宅
再
建
支
援
事

業
２
年
度
中
に
完
了
。③
農

地
等
小
規
模
災
害
復
旧
支

援
事
業（
村
単
独
８
割
補

助
）３
年
度
繰
越
１２
件
の

う
ち
４
件
未
完
了
。⑤
公

共
土
木
災
害
復
旧
工
事
７

件
の
う
ち
３
件
が
竣
工
、

残
り
４
件
、
工
期
１２
月
２５

日
⑥
農
地
等
施
設
災
害
復

旧
工
事
繰
越
分
１１
件
の
う

ち
５
件
竣
工
残
り
工
期
１２

月
２５
日
完
成
を
め
ざ
す
。

 　
農
地
等
施
設
災
害
復
旧

工
事
が
繰
越
に
よ
り
２
年

作
付
け
不
能
。
３
年
竣
工

と
同
時
に
負
担
金
が
課
さ

れ
た
。
普
通
、
農
地
災
は

国
が
９５
％
残
り
５
％
が
条

例
で
村
、
受
益
者
割
２
分

の
１
で
あ
る
が
、
元
年
災

は
激
甚
指
定
で
、
測
量
、

設
計
費
含
め
て
補
助
率
上

が
る
は
ず
、
徴
収
金
額
の

負
担
率
何
％
か
。

 　
激
甚
指
定
と
い
う
こ
と

で
、９８
％
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
国
庫
補
助
９８
％
、
残
り

２
％
が
分
担
金
間
違
い
な

い
か
。

　
工
事
費
、
設
計
費
の
補

助
金
が
９８
％
で
残
り
２
％

が
村
と
受
益
者
折
半
。

 　
詳
細
の
資
料
を
求
め
た

理
由
は
、
激
甚
農
地
災
の

補
助
率
確
認
で
し
た
が
、

提
出
が
な
か
っ
た
。
課
せ

ら
れ
た
負
担
金
か
ら
の
計

算
で
は
約
１
１
．８
％
に
な
っ

て
い
る
方
も
い
る
。
納
得

で
き
な
い
。
す
で
に
徴
収

さ
れ
て
お
り
再
度
答
弁
を

求
め
る
。

 　
２
％
と
１
１
．８
％
指
摘

の
差
異
、
担
当
課
で
調
べ

原
因
を
探
り
た
い
。

 　
工
期
の
遅
延
で
、
２
年

の
不
作
補
償
も
な
く
、
高

額
の
負
担
金
を
徴
収
さ
れ

た
苦
情
が
き
て
い
る
。
負

担
率（
村
、
受
益
者
で
２

分
の
１
）２
％
の
答
弁
が
違

う
と
な
れ
ば
、
村
民
か
ら

の
不
信
感
を
あ
お
る
こ
と

に
な
る
の
で
再
度
答
弁
を
。

 　
会
期
中
に
誤
り
か
を
明

確
に
し
資
料
を
提
出
指
導

す
る
。
２
年
間
作
付
け
不

能
者
へ
の
補
償
は
で
き
な

い
。
受
益
者
へ
丁
寧
な
説

明
を
し
て
い
る
。

質 

問
答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
地
域
整
備
課
長
）

答
弁（
地
域
整
備
課
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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元年災復旧状況調査

問
３
年
越
し
元
年
災

の
復
旧
事
業
は

答
年
度
末
ま
で
ほ
ぼ

完
了
予
定
。未
完

了
分
は
取
下
げ

※

一
般
質
問
終
了
後
、村

長
、地
域
整
備
課
長
が
誤

り
を
報
告
す
る
。激
甚
指

定
農
地
災
工
事
費
の
補
助

９
５.

６
％
。測
量
設
計
が
国

で
概
ね
半
分
、残
り
村
と
受

益
者
と
い
う
訂
正
す
る
。

質 

問



ゆうきくん
からの
お願い

議
会
傍
聴
に

来
て
く
ん
ち
ナ
イ
！

12
月
定
例
議
会
は

12
月
中
旬
頃
の
予
定
で
す
。

11 さめがわ議会だより第166号
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次
の
ペ
ー
ジ
は

村
民
の
広
場

　
議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
広
報
公
聴
会
の
開
催
に
つ

い
て
検
討
し
た
結
果
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

を
徹
底
す
る
こ
と
か
ら
、
広
報
広
聴
会
の
開
催
延
期
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
今
後
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　農業経営の収支均衡が取れず、次年度への生産
意欲が減退し、米作りから撤退せざるを得ない危機
的状況のなかで、農業者と地域経済を守るための支
援策を講じるよう要望しました。 支

援
策
を
要
望
‼

議員全員協議会を実施‼



さめがわらん・RUNクラブ
～スポーツクラブの紹介～

　さめがわらん・RUNクラブは、幼児から大人ま
で、体力向上、ダイエット、競技力アップなど、
個人個人が様々な目的で走りを楽しむランニング
クラブです。
　現在の会員数は、小学生、中学生、高校生、
一般の合計２９名で、毎週日曜日に活動していま
す。小学生までは短距離、長距離の両方を体験し
てもらい、走る楽しみと自分の適性を見つけても
らいます。中学生、高校生は陸上大会・駅伝大
会に向けて、それぞれが目標を持って頑張ってい
ます。大人の皆さんはマイペースに脚力を向上し
ています。一生懸命走った後の爽快感は最高です。
一度覚えたらやめられませんよ～！
　まずは、体験に来てみてください。親子での参
加も大歓迎です！

村民の広場

　露霜が降り肌寒く、山々は紅葉のきれいな季
節になってまいりました。コロナワクチン接種
も2回目が終了しましたが、まだ感染予防には
十分注意しなければなりません。コロナ禍の為、
鮫川花火大会、うまいもの祭りなどが中止にな

り残念でした。しかし鹿角平観光牧場には週末
になると、テントを張りキャンプをする人が数多
く見られ、嬉しい限りです。
　私たち議員の任期も一年わずかとなりました
ので、残任期間を一生懸命に果たしてまいり
ます。村民の皆様のご意見ご指導を宜しくお願
い致します。　　　　　　　（広報編集委員）
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